
平成２６年度

京都市立二条中学校 H27.2.6実施.

％

質　　問　　項　　目 A B C D

1
学校教育目標を実現するために、生徒の幸福を第一に考え日常の教
育活動を行うことができたか。

10 90 0 0

2 教科・領域の年間計画を作成し、よく活用することができたか。 21 71 7 0

3
出張等で授業ができない時、授業の交換等を積極的に行い、自習を
なくす努力をしたか。

70 30 0 0

4
教材･資料等を活用し、学習指導の効率を図ることができ、学ぶ意
欲を引き出せたか。

11 75 14 0

5 基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせることができたか。 18 68 14 0

6 自主的な家庭学習ができるよう指導できたか。 4 54 43 0

7
評価の観点と評価基準を適切に設定し、客観性・信頼性のある「目
標に準拠した評価」をすることができたか。

11 81 7 0

8
「目標に準拠した評価」に関して、生徒・保護者への説明を十分
行ったか。

4 85 11 0

9
家庭訪問をはじめあらゆる機会を通じて保護者への働きかけを十分
行うことができたか。

18 75 7 0

10 計画に基づき人権教育を進めることができたか。 7 86 7 0

11
あらゆる場面で人権尊重の立場から教育活動を行うことができた
か。

21 69 10 0

12
規律ある生活習慣、ルールを守る態度（規範意識）を育成できた
か。

10 76 14 0

13
あらゆる場面（教科・学級・部活動）において指導者の立場で毅然
とした姿勢で指導を行うことができたか。

17 79 3 0

14
校内の美化や清掃に積極的に取組めるように指導を行うことができ
たか。

17 83 0 0

15
緑化・営繕・掲示等、総合的な環境整備の推進を図ることができた
か。

0 97 3 0

16
生徒会活動・諸行事に対して生徒が主体となるように適切な指導・
助言ができたか。

7 83 10 0

17 学校行事に対して積極的に取り組むことができたか。 30 63 7 0

18 年度当初に設定した教員自己目標が達成できたか。 7 83 10 0

　次の質問項目に対して，１～４の４段階で回答してください。
　　　　Ａ（十分に達成した）・Ｂ（ほぼ達成した）・Ｃ（やや不十分）・Ｄ（不十分）

教職員自己評価　…　［後期］
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